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問題Ⅰ 

設問１ ２(早良親王)     設問２ ３(平城天皇)     設問３ ５(承和の変) 

設問４ ４(道康親王)     設問５ １(明子)       設問６ ５(小野岑守) 

設問７ ５          設問８ ４(橘広相)      設問９ ３(勅旨田) 

設問10 ２(延喜式)        設問11 １(村上天皇)     設問12 １(小野好古) 

設問13 ４ 

 

問題Ⅱ 

設問１ ５(マラリア)     設問２ ３(新潟・神奈川・兵庫・長崎) 

設問３ １(長与専斎)     設問４ ４(佐野常民)     設問５ ２(タカジアスターゼ) 

設問６ １          設問７ ３ 

設問８ 内務省は、コレラの発生源である清国をはじめとした海外諸国との通商拠点である開港場への 

対策を強めることで、感染拡大の水際での阻止を図った。しかし、開港場の外国人居留地での 

検疫は不十分であった。これに加え、不平士族に擁された西郷隆盛が西南戦争を起こすなかで 

開港場が軍事輸送にも利用され、各地から召集された兵らが九州の戦場に向かい、戦争後に各 

地へ帰還する際に開港場を経由したこともあったため感染は拡大した。       (200字) 

 

問題Ⅲ 

 設問１ ３          設問２ ６(方広寺)      設問３ ４ 

設問４ ３          設問５ １          設問６ ２ 

設問７ １          設問８ ５(檜)        設問９ ３ 

設問10 ４          設問11 ３          設問12 ４ 

設問13 ２ 

 

問題Ⅳ 

 設問１ ６(西園寺公望)    設問２ ２          設問３ ３ 

設問４ ３(九カ国条約)    設問５ ５          設問６ ４(田中義一内閣) 

設問７ ２ 

設問８ 法案は協賛権をもつ帝国議会の同意なしには成立しなかったが、アの時期は、貴族院勢力を基 

盤とした桂太郎と衆議院第一党である立憲政友会総裁の西園寺公望が交互に組閣し、協調しな 

がら政権運営にあたっていたため、政府提出法案も成立しやすかった。イの時期は、翼賛選挙 

で政府の援助を得た推薦候補が多数当選し、選挙後には議会に挙国一致的な翼賛政治会も結成 

されたため、議会は政府提出法案を承認するだけの存在となっていた。       (200字) 


